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町
内
小
学
校
で
は
８
月　

日
、
中

21

学
校
は　

日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
学
期

24

が
始
ま
り
、
児
童
生
徒
は
元
気
に
登

校
し
、
学
校
生
活
を
お
く
っ
て
お
り

ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
日
常
生
活
が
学
習
の
場
で

あ
り
、
家
庭
や
地
域
で
多
く
の
人
々

と
関
わ
り
、
そ
の
中
で
生
活
体
験
や

社
会
体
験
な
ど
長
い
夏
休
み
で
な
け

れ
ば
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
学
期
は
様
々
な
教
育
活
動
や
学

校
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
中
で
第

　

回
積
丹
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

33が
、
８
月　

日
に
開
催
さ
れ
、
晴
天

28

の
も
と
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
子
ど
も
た
ち
の
親
睦

を
深
め
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
大
会
は
例
年
よ
り
１
週
間
早

ま
っ
た
こ
と
で
少
な
い
練
習
時
間
に

も
係
わ
ら
ず　

メ
ー
ト
ル
走
な
ど
６

60

種
目
で
大
会
記
録
が
更
新
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
精
一
杯
頑
張

っ
た
児
童
に
対
し
賛
美
を
贈
る
と
と

も
に
、
大
会
運
営
な
ど
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
教
職
員
の
皆
様
や
応

援
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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積
丹
町
社
会
教
育
中
期
計
画
に
基

づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
領
域
に
お
い

て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
主
な
事
業
内

容
は
、
６
月　

日
小
学
校
芸
術
鑑
賞

26

会
を
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
児

童
・
保
育
園
児
・
一
般
町
民
も
含
め

１
４
２
人
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
劇
団
さ
っ
ぽ
ろ
「
は
や
て

に
走
れ
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
の
舞
台
公

演
で
人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
、
他

人
の
悲
し
み
痛
み
を
自
ら
も
受
け
止

め
る
心
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
少
年
教
室
は
児
童
・

生
徒
の
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
８
月

１
日
９
人
が
参
加
し
、
幌
武
意
海
岸

を
中
心
と
し
た
水
中
映
像
を
鑑
賞
し

た
後
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
や

幌
武
意
海
岸
を
船
か
ら
眺
望
す
る
な

ど
豊
か
な
自
然
や
身
近
な
環
境
で
様

々
な
体
験
活
動
か
ら
ふ
る
さ
と
を
大

切
に
す
る
心
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
育
む
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

青
少
年
体
験
活
動
事
業
「
青
春
み
ら

い
塾
」
は
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象

に
主
体
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、

地
域
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
趣

旨
で
、
８
月
７
日
か
ら
２
泊
３
日
の

日
程
で
研
修
を
行
っ
た
も
の
で
、
当

町
か
ら
は
中
学
生
１
人
、
高
校
生
１

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
中
学
生
は
環

境
コ
ー
ス
で
、
沼
田
町
の
「
雪
の
科

学
館
」
に
お
い
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
と
雪
冷
房
装
置
の
制
作
体

験
を
し
、
高
校
生
は
産
業
コ
ー
ス
で

芦
別
市
の
「
空
知
森
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
」
で
間
伐
の
体
験
等
森
林
保
全
に

つ
い
て
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
３
日
間
の
体
験
活
動
を
通
し
て
夢

や
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
は
７
月
１

日
か
ら
９
月
２
日
ま
で
の　

日
間（
前

51

年
度
比　

日
間
減
）開
放
し
ま
し
た
。

24

　

こ
の
期
間
の
利
用
延
べ
人
数
は

１
、
８
７
１
人
（
前
年
度
比
９
２
１

人
減
）
で
す
。

　

本
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
例

年
６
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
の

開
放
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
運
営

経
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
利
用
状
況
や
天
候
に
よ
る
水
温

の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
試
行
的
に
開

放
期
間
の
縮
減
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
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今
後
に
お
い
て
も
、
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
し
適
正
な
施
設
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
で
は
８
月
６

日
か
ら　

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
の

20

休
館
日
を
活
用
し
３
回
実
施
さ
れ
、

町
内
の
小
学
生
延
べ　

人
（
前
年
比

94

８
人
減
）
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
初
め
て
プ
ー
ル
で

泳
ぐ
子
ど
も
や
も
っ
と
遠
く
に
泳
ぎ

た
い
子
ど
も
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
も
た
せ
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
増

を
図
る
た
め
に
、
町
内
小
・
中
学
校

の
夏
休
み
期
間
中
に
お
け
る
無
料
送

迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
８
月

１
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
に
４
回
運

行
し
、
延
べ
利
用
者
は　

人
（
前
年

32

比　

人
減
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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北
海
道
教
育
委
員
会
は
６
月
５
日

に
公
表
し
た
公
立
高
等
学
校
配
置
計

画
案
の
ほ
ぼ
原
案
と
お
り
、
９
月　
10

日
に
正
式
決
定
を
し
ま
し
た
。
こ
の

決
定
に
よ
り
北
後
志
地
区
は
古
平
高

校
、
仁
木
商
業
、
余
市
高
校
の
３
校

を
統
合
し
、
余
市
高
校
を
母
体
校
と

す
る
新
設
校
を
２
０
１
０
年
度
（
平

成　

年
度
）
か
ら
総
合
学
科
（
募
集

22
学
４
学
級
）
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
の
再
編
に
伴
い
、
遠

距
離
通
学
等
と
な
る
場
合
に
お
い

て
、
通
学
費
や
下
宿
費
に
か
か
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
補
助
制
度
で

は
、
高
校
の
募
集
停
止
に
伴
い
居
住

す
る
市
町
村
に
通
学
可
能
な
高
校
が

な
く
な
り
、
通
学
区
域
内
の
他
の
公

立
学
校
に
進
学
す
る
生
徒
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
私
立
高
校
に
進

学
す
る
生
徒
も
対
象
と
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
補
助
制
度
は
募
集
停
止
後
５

年
間
の
通
学
費
等
補
助
で
年
間
の
所

得
限
度
額
は
年
収
６
０
２
万
円
以
内

（
３
人
世
帯
の
道
内
平
均
）で
通
学
費

は
月
額
実
費
負
担
額
か
ら
１
万
３
千

円
を
控
除
し
た
額
を
補
助
、
下
宿
費

は
通
学
費
同
様
１
万
３
千
円
を
控
除

す
る
が
月
額
の
上
限
額
を
２
万
２
千

円
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
新

た
に
制
度
内
容
の
検
証
を
行
う
方
針

を
提
示
し
て
お
り
、
社
会
状
況
や
新

た
な
課
題
が
生
じ
た
場
合
「
検
討
の

上
、必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
図
る
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
連
の
関

連
性
に
つ
い
て
道
教
委
の
動
向
に
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
施
設
維

持
管
理
事
業
な
ど
改
革
検
討
項
目　
27

項
目
の
う
ち
、
ひ
っ
迫
し
て
い
る
町

財
政
に
、
特
に
大
き
な
影
響
の
あ
る

３
事
業
に
つ
い
て
、
改
革
推
進
に
む

け
、
教
育
関
係
団
体
や
各
種
運
営
委

員
会
の
諮
問
機
関
等
か
ら
様
々
な
ご

意
見
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

主
な
ご
意
見
を
集
約
し
ま
す
と
野

外
ス
ポ
ー
ツ
林
ス
キ
ー
場
管
理
運
営

事
業
に
お
い
て
は
、
リ
フ
ト
を
廃
止

し
ロ
ー
プ
ト
ウ
の
み
の
運
行
や
夜
間

営
業
の
廃
止
、
リ
フ
ト
、
ロ
ー
プ
ト

ウ
を
や
め
無
料
開
放
な
ど
、
総
体
的

に
縮
小
し
て
も
ス
キ
ー
場
は
運
営
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
で
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
に

つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法
で
給
食
費

の
算
定
に
光
熱
水
費
、
燃
料
費
を
含

め
、
安
全
な
給
食
を
提
供
に
す
る
た

め
に
も
多
少
の
値
上
げ
は
止
む
を
得

な
い
と
す
る
意
見
や
滞
納
者
の
収
納

強
化
な
ど
不
公
平
を
是
正
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
に

つ
い
て
は
、
休
館
日
の
増
加
の
検
討

や
冬
季
の
暖
房
料
等
使
用
料
金
の
見

直
し
及
び
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら

の
使
用
料
の
徴
収
、
プ
ー
ル
開
設
期

間
の
短
縮
な
ど
値
上
げ
は
止
む
を
得

な
い
と
し
て
も
維
持
管
理
体
制
を
含

む
経
費
節
減
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
７
月　
31

日
第　

回
積
丹
町
議
会
行
財
政
等
調

14

査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
現
状
と

課
題
、
問
題
点
か
ら
み
た
改
革
の
必

要
性
あ
る
い
は
改
革
の
検
討
の
方
向

性
等
に
つ
い
て
、
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林
ス
キ
ー
場

管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
運
営

委
員
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
経
常

経
費
の
削
減
努
力
や
収
入
財
源
の
確

保
等
の
必
要
性
か
ら
使
用
料
等
の
値

上
げ
改
定
に
む
け
、
早
い
時
期
に
議

会
行
財
政
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会

に
提
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

����������



議
案
第
１
号

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

　

行
政
経
費
の
抑
制
に
資
す
る
た

め
、
過
年
度
に
引
き
続
い
て
町
職
員

等
の
旅
費
の
水
準
を
見
直
し
す
る
も

の
で
す
。

・
宿
泊
料
の
引
き
下
げ

・
宿
泊
料
へ
の
冬
季
加
算
廃
止
な
ど

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号
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郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
制
定
に
よ
り
、
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正
さ

れ
、　

月
１
日
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

10

伴
い
、
積
丹
町
土
地
開
発
公
社
定
款

の
資
金
運
用
規
定
の
一
部
変
更
を
必

要
と
す
る
た
め
、
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号
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任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
当
た
り
、
議
会
の

意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

・�
��
�
�
氏
（
美
国
町
・
再
任
）

・�
��
�
�
氏
（
入
舸
町
・
再
任
）

（
適　

任
）

議
案
第
４
号
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現
行
予
算
に
９
３
７
万
５
千
円
を

追
加
し
、　

億
７
、
８
０
４
万
５
千

23

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

地
方
交
付
税　
　

５
６
０
万
円
減
額

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
補
助
金

３
２
３
万
３
千
円
増
額

臨
時
財
政
対
策
債

１
、
１
７
４
万
２
千
円
増
額

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
等
職
員
人
件
費
（
町
独
自
改
革

削
減
分
）３

、
６
６
２
万
９
千
円
減
額

他
会
計
繰
出
金

１
、
２
２
８
万
７
千
円
減
額

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
整
備
費

３
、
８
４
０
万
円
増
額

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
電
算
シ
ス
テ

ム
整
備
費
委
託
料
等

１
、
３
６
５
万
７
千
円
増
額

町
税
過
年
度
還
付
金　
　

万
円
増
額

40

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫
負
担

金
等
過
年
度
償
還
金　５

５
５
万
円
増
額

北
海
道
巡
回
小
劇
場
負
担
金

　
　
　
　
　
　
 　

万
４
千
円
増
額

28

す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

�
��
�
�
�
�
	


�
�

�

��

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�

　

現
行
予
算
か
ら　

万
１
千
円
を
減

53

額
し
、
１
億
４
、
６
３
８
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金　

万
１
千
円
減
額

53

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
等
職
員
人
件
費
（
町
独
自
改
革

削
減
分
） 

　

万
１
千
円
減
額

53

す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

�
��
�
�
�
�
	


�
�

�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�

　

事
業
勘
定
に
お
い
て
、
現
行
予
算

に
２
５
０
万
３
千
円
を
増
額
し
、
７

億
６
、
２
２
３
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
準
備
事

業
費
補
助
金　
　

２
５
０
万
円
増
額

一
般
会
計
繰
入
金　
　

３
千
円
増
額

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
等
職
員
人
件
費
（
町
独
自
改
革

削
減
分
） 

　

万
７
千
円
減
額

61

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
準
備
電

算
シ
ス
テ
ム
事
業
費３

１
２
万
円
増
額

す
る
も
の
で
す
。

　

直
診
勘
定
に
お
い
て
、
現
行
予
算

か
ら
８
４
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、

８
億
５
、
７
３
５
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金

８
４
６
万
２
千
円
減
額

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
等
職
員
人
件
費
（
町
独
自
改
革

削
減
分
） 

８
４
６
万
１
千
円
減
額

す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

��

�
�
�
�
�
�
�



12

議
案
第
７
号

平
成　

年
度
積
丹
町
下
水
道
事
業

19

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

現
行
予
算
か
ら　

万
６
千
円
を
減

39

額
し
、
９
、
１
６
４
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金　

万
６
千
円
減
額

39

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
等
職
員
人
件
費
（
町
独
自
改
革

削
減
分
） 

　

万
６
千
円
減
額

39

す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
８
号

平
成　

年
度
積
丹
町
介
護
保
険
事

19

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

　

現
行
予
算
か
ら
１
９
７
万
円
を
減

額
し
、
２
億
８
、
１
７
２
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金
１
９
７
万
円
減
額

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
等
職
員
人
件
費
（
町
独
自
改
革

削
減
分
） 

１
９
７
万
円
減
額

す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
９
号

平
成　

年
度
積
丹
町
産
業
交
流
雇

19

用
対
策
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）

　

現
行
予
算
か
ら　

万
１
千
円
を
減

93

額
し
、
２
億
１
、
２
２
７
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
繰
入
金　

万
１
千
円
減
額

93

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
等
職
員
人
件
費
（
町
独
自
改
革

削
減
分
） 

　

万
１
千
円
減
額

93

す
る
も
の
で
す
。

（
原
案
可
決
）

意
見
案
第
１
号

被
爆
者
に
対
し
て
適
正
な
援
護
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書（

原
案
可
決
）

意
見
案
第
２
号

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に
関

す
る
意
見
書

（
原
案
可
決
）

 

意
見
案
第
３
号

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

意
見
書

（
原
案
可
決
）

 

意
見
案
第
４
号

後
志
支
庁
の
存
続
を
求
め
る
意
見

書

（
原
案
可
決
）

News議会ニュース
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委　　員副委員長委 員 長委員会名

佐藤　盛男　　三國　幹彦

岩本　幹兒　　　　　　　
澤田　義春大橋　正雄総 務 文 教

常任委員会

中村　　晃　　本間　浩司

岩本　幹兒　　　　　　　
田村　雄一石岡　誠晃産 業 建 設

常任委員会

三國　幹彦　　本間　浩司

田村　雄一　　　　　　　
大橋　正雄澤田　義春議　　　会

運営委員会

常任委員会委員任期　平成19年９月30日～平成21年９月29日

��������	
����������	

　第３回町議会定例会初日の９月28日、中谷菊喜前副議

長の死去に伴う町議会副議長選挙が行われ、中村晃氏が

選出されました。なお、任期は平成19年９月28日から平

成21年９月29日までです。

　また、任期満了による各常任委員会委員の改選が行わ

れ、次のとおり選任されました。




